
茨城大学・人文社会科学部・社会意識論ゼミナール・2023年度夏合宿 終了報告書 

 

担当教員：寺地幹人 

 

１．実施日時、場所 

2023年9月25日～28日、淡路市、神戸市 

 

２．参加者 

社会意識論ゼミナール4年生6名、3年生4名、担当教員1名 

 

３．目的、内容、成果 

当ゼミナールでは、社会学者の著作を読んだ後に、著者に直接質問し、議論する機会を設けることを主たる目

的とし、2023年9月25日～28日に合宿を実施した。 

初日は茨城県から淡路島まで移動し、翌日の観光資源を実際に目でみるフィールドワークのために、現地市街

地の様子を観察した。 

 2 日目は、国営明石海峡公園、兵庫県立淡路島公園を訪れ、複数のタイプの観光資源の状況を確認する、フィ

ールドワークを実施した。その後、神戸市に移動した。 

 3 日目は、甲南大学の阿部真大先生および阿部ゼミ生と、議論する機会を設けた。当ゼミたちは、阿部先生の

『会社のなかの「仕事」社会のなかの「仕事」――資本主義経済下の職業の考え方』を事前に読み、コメント・

質問などをお送りしていた。それに対し、阿部先生から丁寧なリプライをいただき、またそのリプライを受けて

の再質問を行うなど、学内では経験しにくい、社会学にかかわる学びができた。また、夕方には、人と防災未来

センターなどを訪れた。 

 4日目は、三宮駅周辺の様子を観察した後、茨城県に戻った。 

以上のように、大学内の学びと大学外の学びのリンケージを近隣地域にとどまらずに実践した今回の活動は、

非常に大きな教育効果をもたらしたといえる。 

 

 


